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1. はじめに 

現在所属している研究室では，遺伝子改変動物を

用いた遺伝子の生物学的機能の解析およびモデル

動物を用いたヒト疾患病態生理の解明を目的に遺伝

子改変マウスの作製，解析を行っている． 

私は当研究室において研究支援として遺伝子改

変マウスの作製，マウスの飼育管理，マウスの解析ま

で一連の実験や，またその一部を担当している． 

 

2. 遺伝子改変マウスの作製 

(1) 組

作製 

病気（主に白血病）に関係するとされる変異遺伝子

を人工的に作製する．DNA を切断する制限酵素，連

結するリガーゼ，伸長させるポリメラーゼなど遺伝子

工学に用いる各種酵素を用いて目的に合った DNA

配列を調製する． 

(2) 遺伝子ターゲティング 

特定の場所で遺伝子を組換えるときはジーンター

ゲティングが必要となる． 

マウスの受精卵より採取した胚性幹細胞（ES 細胞）

にエレクトロポレーターで電気パルスをかけることによ

って一時的に穴を開ける．この穴から DNA が入り込

んで相同組換えという機序に従って特定の場所で

DNA の組換えが起きる． 

(3) マイクロインジェクション 

トランスジェニックマウス作製のときは受精卵に

DNA を顕微鏡下で注入する（マイクロインジェクショ

ン）．ノックアウト，ノックインマウス作製のときは受精

卵に遺伝子ターゲティングを行った ES 細胞を注入す

る．マイクロインジェクションを行った受精卵を雌マウ

スに移植して発生させる．ES 細胞インジェクションを

行った場合，受精卵由来の細胞と ES 細胞由来の細

胞がモザイク状に混ざったキメラマウスが発生する． 

 
図 1. DNA 配列波形データ 

 

 
図 2. ES 細胞（位相差顕微鏡 40 倍） 

 

 
図 3. エレクトロポレーター 

 

 
図 4. キメラマウス 
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3. マウス



5. 生化学解析 

表現型解析が一段落すると次にその個体で起こっ

た事象を裏付けする細胞，分子レベルでの実験を行

う． 

(1) マウスにおける変異遺伝子の寄与 

 マウスから腫瘍組織を採取して，そこから DNA，

RNA，タンパク質を抽出，これらから変異遺伝子の発

現，ターゲットとなる遺伝子，また下流の分子シグナ

ルなどの確認を行う． 

(2) 細




